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Journal Citation Reports (JCR) は

図書館員にとっては雑誌のコレクション管理

研究者にとっては論文投稿先の決定

などに世界的に利用されています。

学術誌評価の権威として知られるインパクトファクターに、

新たな指標が加わることにより、

より多面的な学術雑誌の評価ができるようになります。
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なぜ新しい指標をご提供するのか？

トムソン・ロイターは、新しい指標を加えることにより、

学術雑誌をより深く、多面的に評価できるようになると考
えます。

さらに、これらの指標の理解を広め、適切に使っていた
だけるよう努力します。
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文献の被引用数は分野により違います。例えば数学や経済学
は引用されるまでに時間がかかりますが、遺伝学などは比較的
すぐに引用されます。

分野による被引用数の違い
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5年インパクトファクター（5-Year Impact Factor）について

従来のインパクトファクターが、２年間の被引用数で評価しているのに対し、引用の
ピークに達するのに２年以上かかる雑誌を評価するのに良い指標です。

 従来のインパクトファクター は、２
年間の被引用数で計算されます。

（ 過去２年間の文献がカレント年・
JCR Yearに引用された数）

 5-Year Impact Factor は、5年
間の被引用数で計算されます。（過
去5年間の文献がカレント年・JCR 
Yearに引用された数）
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５年インパクトファクター（5-Year Impact Factor）について

Geology
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分野別ジャーナルランキング:
多くの雑誌が一つ以上のJCRカテゴリーに分類されています。分野別のジャ
ーナルランキング見るには、Rank in Category の表を見ます。表にはその分

野に何誌 含まれているか、その中で従来のインパクトファクターでの順位、４
分位数(Q1=上位25%、Q2=上位50%、、、）
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分野別ジャーナルランキング– ボックスプロット（箱ひげ図）
分野別ボックスプロットは、Rank in Categoryの所に表示されています。このボックスプロットのどの
位置にインパクトファクターが位置するかにより、分野の中の状況が分かります。 インパクトファクタ

ーを見る際、分野全体の中のどの位置にあるかを見ることができます。BEHAVIORAL ECOLOGYの
インパクトファクターにオレンジ色の線を描いています。（製品には表示されません。）
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自誌引用

 自誌引用は、一概に悪いとは言えません

 著者自身が過去に同じ雑誌に出版した関連文献を引用することは

自然です。

 しかしながら、Journal Citation Reportsに収録される雑誌の80% 
は、自誌引用が20%以下となっています。分野の動向を見ることに

より、どれぐらい自誌引用があると過度と言えるのかが分かります。
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自誌引用率:
各ジャーナルのレコードには、Journal Self Cites という部分があります。この表を見るこ
とにより、自誌引用がインパクトファクターに及ぼしている影響度を知ることができます。

Category:  Materials Science, Composites
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Eigenfactor MetricsTM:  EigenfactorTM and Article InfluenceTM:
Impact FactorとImmediacy Index, Cited Half-lifeなどのJCRの指標に加え、学術界で広
く受け入れられている学術誌の影響を図る指標Eigenfactorを追加しました。

新しい指標は、ワシントン大学准教授のカール・ベルグストローム（Carl Bergstrom）氏に
よるThe Eigenfactor Project™で提唱されました。– www.eigenfactor.org
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EigenfactorTM の計算方法:

• 学術雑誌の引用文献は、ネットワークの網の様に雑誌を繋げています。
Eigenfactorの計算方法は、全ての雑誌のネットワーク、全ての学術分野
を見て各雑誌の影響度を評価します。 ただし自誌引用は除外します。

• これは雑誌の読者が、引用文献を頼りに、いろいろ雑誌を参照していくの
と同じです。

• Eigenfactor は、Journal Citation Reportsの5年間の情報を使って計算
されます。

• 影響力の強い学術雑誌によく引用されていれば、その雑誌も影響度が高
いと考えます。
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Article InfluenceTM の計算方法:

• Eigenfactorの計算方法と同じようにArticle Influenceも計算されます。

– 全ての雑誌のネットワーク、全ての学術分野を見て各雑誌の影響度を評価します。 た
だし自誌引用は除外さます。JCR のデータを利用しています。

• Article Influence の計算方法は Eigenfactor の計算方法と連動しています。

• Eigenfactorがある年のある雑誌全体の影響度を計算しているのに対し、 –
Article Influenceは、ある雑誌の個々の文献の平均的を計算し、文献レベルの
影響度を計算しています。

• 雑誌としてでは無く文献レベルの平均を計算しているので、Article Influenceは、
Eigenfactorよりもインパクトファクターと似ていますが、そもそもの計算方法が違う
ので、インパクトファクターを補完するような位置づけになります。



ありがとうございました。ご質問は下記まで

Thomson Reuters / テクニカル・サポート
Phone: 0800-888-8855
Fax: 03-5218-6536

ts.support.jp@thomson.com 

Thomson Reutersの日本語ホームページをご覧ください。
http://www.thomsonscientific.jp

各種製品情報、関連ニュース、テキストのダウンロードなどができます。
http://www.thomsonscientific.jp/support/

サポートには英語のオリジナルサイトもございます。
http://scientific.thomsonreuters.com/training/

お問い合わせ先

http://www.thomsonscientific.jp/�
http://www.thomsonscientific.jp/support/�
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